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愛媛県総合防除計画について

令和６年９月４日（水）
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内容
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 総合防除計画について
 県総合防除計画の内容
 愛媛県での作成の流れ

 記載した有害動植物
 県総合防除計画で記載した種とその理由
 異常発生時防除で記載した種とその理由
 遵守事項で記載した種とその理由

 遵守事項について
 遵守事項の内容について
 実施体制や対応方針
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総合防除計画について
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 植物防疫法の一部改正（令和5年4月1日）
 指定有害動植物の増加

92有害動物
65有害植物

157合計

62有害動物
49有害植物

111合計

※基本的には指定有害動植物のみ

総合防除基本指針
（指定有害動植物の総合防除を
推進するための基本的な指針） 国

総合防除計画
（指定有害動植物の総合防除

の実施に関する計画）
（植物防疫法第22条の３第１項）

都
道
府
県

地
域
の
実
情

農林水産省HP「指定有害動植物の見直しについて」

 植物防疫法の一部改正（令和5年4月1日）
 総合防除計画
（指定有害動植物の総合防除の実施に関する計画）

I. 指定有害動植物の総合防除の
実施に関する基本的な事項

指定有害動植物の種類ごとの発生の予防及び駆除
又はまん延の防止の方法に関し農業者が遵守すべ
き事項【遵守事項】（選択制）
〔第22条の3の第3項〕

〔植物防疫法第22条の3の第1項〕

III. 異常発生時防除の内容
及び実施体制に関する事項
〔第24条第１項〕

IV. 指定有害動植物の防除に係る
指導の実施体制並びに
市町村及び農業者の組織する
団体その他の農業に関する
団体との連携に関する事項

 I～Vは必須の項目
 22条の３の第３項

（遵守事項）は任意

V. その他必要な事項

総合防除計画について
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II. 指定有害動植物
の種類ごとの
総合防除の内容

内容について〔法第22条の3の第2項〕
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愛媛県での作成の流れ
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01

02

03

04

05

06

07

08

2022 担当者会①の開催
・病害虫防除所、試験研究機関とともに

記載する種や遵守事項について検討素案の作成

担当者会②の開催
・指定有害75種、指定外15種
・遵守事項としてミカンバエ

2023

・遵守事項の内容の精査
（一部努力規定へ変更）
・内容の修正、加筆意見照会用案の作成

・内部決裁の関係で内容を大幅改変
・異常発生時防除を３種に限定
・遵守事項の考え方を再考

3月

2023
3月

12月

2023
7月

2023
9月

2023
9月

2023
10月

2023
12月

関係機関へ意見照会
・市町・JA、全農、有機農業者等
・意見照会後、実施体制図の一部修正農林水産省の事前確認

・チェックリストの提出
・事前確認後、文章中の記載内容や

誤字等の修正 パブリック・コメントの実施
・1か月間のパブコメ実施
・有機農業に対する意見が6件あった

策定・公表

総合防除基本指針の公表 2022
11月

愛媛県での作成の流れ
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 愛媛県総合防除計画（令和5年12月22日策定・公表）
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記載した有害動植物
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記載した有害動植物
8

01

02

03

04

05

06

07

08

2022 担当者会①の開催
・病害虫防除所、試験研究機関とともに

記載する種や遵守事項について検討素案の作成

担当者会②の開催
・指定有害75種、指定外15種
・遵守事項としてミカンバエ

2023

意見照会用案の作成
・内部決裁の関係で内容を大幅改変
・異常発生時防除を３種に限定
・遵守事項の考え方を再考

3月

2023
3月

12月

2023
7月

2023
7月

2023
9月

2023
10月

2023
12月

関係機関へ意見照会
・市町・JA、全農、有機農業者等
・意見照会後、実施体制図の一部修正農林水産省の事前確認

・チェックリストの提出
・事前確認後、文章中の記載内容や

誤字等の修正 パブリック・コメントの実施
・1か月間のパブコメ実施
・有機農業に対する意見が6件あった

策定・公表

総合防除基本指針の公表 2022
11月

・遵守事項の内容の精査
（一部努力規定へ変更）
・内容の修正、加筆

 記載理由を検討
 指定有害動植物のみとするのかどうか
 病害虫発生予察情報で取り扱っている90種（指定75種＋指定外15種）を記載

 異常発生時とはどのような場合か
 県内で病害虫発生警報を発令したことのある種に限定

（S55, H5:いもち病、 H8:果樹カメムシ類、 R元, R2:トビイロウンカ）
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記載した有害動植物
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 記載方法を検討
 総合防除基本指針に沿った書き方とするかどうか
 予防に関する措置、判断・駆除に関する措置とした
 総合防除の内容の参考になるよう、発生生態や病害虫の特徴を記載

 異常発生時防除では共通事項、
判断・駆除では低密度・高密度に
区分して記載

無高
分散防止
移動防止

低
リスク低減

記載した有害動植物
10

04意見照会用案の作成 2023
7月・内部決裁の関係で内容を大幅改変

・異常発生時防除を３種に限定
・遵守事項の考え方を再考

 記載理由を検討
 ミカンバエを設定した理由は何か
①本県の主要な品目を加害するもの
②本県で既発生の病害虫で、加害度が高く防除が困難で、かつまん延した場合

の被害・影響が著しく大きいもの
【背景】 かんきつの輸出拡大、耕作放棄地の増加、栽培方法の多様化へ対応

EXPORT

ABANDONED

ORGANIC

JA
S
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記載した有害動植物
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04意見照会用案の作成 2023
7月・内部決裁の関係で内容を大幅改変

・異常発生時防除を３種に限定
・遵守事項の考え方を再考

 記載理由を検討
 ミカンバエを設定した理由は何か
①本県の主要な品目を加害するもの
②本県で既発生の病害虫で、加害度が高く防除が困難で、かつまん延した場合

の被害・影響が著しく大きいもの
表 加害度が高く、まん延を警戒する指定有害動植物（指定有害動植物の選定方法を参照）

最終評価評価３(農作物に重大な損害を与える傾向があるか)
評価１

(国内の分布
の状況等)

病害虫名作物名
予
察
対
象

指
定
有
害

防除の困難性
(国内の一部に存在し、

まん延を警戒)
被害度被害の

様式
農作物の
重要性加害度

×〇〇〇1234〇ACクビアカツヤカミキリバラ科植物1
×〇〇〇1535〇AB基腐病かんしょ2
×〇〇〇1234〇ACミカンバエかんきつ3
×〇〇〇1535〇ACナスミバエナス科植物4
×〇〇〇1535〇ACジャガイモシストセンチュウばれいしょ5
〇〇◎〇632△ABかいよう病キウイフルーツ参考

記載した有害動植物
12

04意見照会用案の作成 2023
7月・内部決裁の関係で内容を大幅改変

・異常発生時防除を３種に限定
・遵守事項の考え方を再考

 記載理由を検討
 ミカンバエを設定した理由は何か
①本県の主要な品目を加害するもの
②本県で既発生の病害虫で、加害度が高く防除が困難で、かつまん延した場合

の被害・影響が著しく大きいもの
表 加害度が高く、まん延を警戒する指定有害動植物（指定有害動植物の選定方法を参照）

最終評価評価３(農作物に重大な損害を与える傾向があるか)
評価１

(国内の分布
の状況等)

病害虫名作物名
予
察
対
象

指
定
有
害

防除の困難性
(国内の一部に存在し、

まん延を警戒)
被害度被害の

様式
農作物の
重要性加害度

×〇〇〇1234〇ACクビアカツヤカミキリバラ科植物1
×〇〇〇1535〇AB基腐病かんしょ2
×〇〇〇1234〇ACミカンバエかんきつ3
×〇〇〇1535〇ACナスミバエナス科植物4
×〇〇〇1535〇ACジャガイモシストセンチュウばれいしょ5
〇〇◎〇632△ABかいよう病キウイフルーツ参考
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遵守事項について
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遵守事項の内容について
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 遵守事項の具体的な内容（かんきつ:ミカンバエ）

区分遵守事項の取り組み内容

【予防に関す
る措置】

県が参画するまん延防止のた
めの調査に協力する。①

園地周縁樹の間伐・縮伐や防
風樹の刈込みを行い、園地内
の日当たりを良くする。

②

【判断・防除
に関する措
置】

被害果（異常着色果、早期落
下果実等を含む）が確認され
た場合は、ビニール袋に詰め
る等、適切に処理する。

③

・・・努力規定
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遵守事項の内容について
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 実施体制や対応方針について
 具体的な対応方針を作成（内規）
 今後、ミカンバエの被害が出始めてから

運用されていくものと予想される
 できる限り具体的な内容を記載しているが、

今後の対応によって更新予定

ご清聴ありがとうございました
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 総合防除の内容を活用すること

 発生予察情報に基づく適期防除を図ること

 遵守事項を活用してまん延防止を図ること

本計画の策定を通じて

等 現場指導に活かしていきたい
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